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Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果 

臨床病理学的研究および分子病理学的研究： 

当教室には病理診断を通して多数の腫瘍症例のデータ蓄積

がある．このデータを用いて，臨床病理学的事項とその疾患

の原因， 特徴，予後，組織発生について解析する.合わせて

分子病理学的手法を用いて，臨床病理，形態病理，分子病理

の統合的解析を食道，胃，大腸，肝胆膵，婦人科，泌尿器，

呼吸器，皮膚の各腫瘍に対して行っている． 

 

1） Isolated gland/stroma-based multi omics 解析に基づ

いた大腸腫瘍の発生進展過程の解明．第 111 回日本病理

学会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：腺管分離法 (crypt isolation method, CIM) はカ

ルシウムフリーの EDTA 溶液を用いて腺管を分離する手

法である．我々はこれを種々の腫瘍腺管の分離に応用し 

CIM の癌研究における有用性を明らかにしてきた．CIM 

の最大の利点は，腺管の組織像観察や免疫染色によるタ

ンパク質発現解析のみならず，核酸を抽出して分子解析

を行い腫瘍腺管の形態と直接比較できることにある．癌

組織の分子解析では間質細胞の混入が問題になるが，癌

腺管の分離は癌細胞特異的な異常の検出を可能にする．

更に我々は CI の手法を発展させ，癌細胞と間質を分離し，

分子プロファイルを比較する手法を確立した．我々はこ

の “ 分 離 腺 管 / 間 質 に 基 づ く (isolated 

gland/stroma-based; IG/S-B) マルチオミックス解析 ”

を用い，大腸腫瘍の進展過程における分子基盤の解明を

目指した．大腸腫瘍は通常型腫瘍と鋸歯状病変 

(serrated lesion, SL) に 大 別 さ れ る ． MSS

（microsatellite stable）浸潤癌では somatic copy 

number alteration (SCNA) パターンが発生部位によって

異なること，そして発生部位がゲノム異常の多様性を規

定する因子であることを示した． さらに通常型腫瘍及び

SL の発生過程において，SCN 及び microRNA (miRNA)の発

現異常が messenger RNA (mRNA) の発現異常とそれぞれ

特異的に相関もしくは逆相関することを明らかにした．

また癌近傍の正常腺管は遠位の正常腺管と比較して，

miRNA・mRNA 発現が異なることから，近傍の正常腺管に

おいても様々な分子異常がすでに蓄積していることが示

唆 さ れ た (CEACAM1/miRNA-7114-5p and 

AK1/miRNA-6780-5p)．更に同一腫瘍内における各オミッ

クス因子の多様性を解析することで，腺管単位の腫瘍内

多様性が浸潤を促進する可能性を提示した．また篩状腺

癌 (cribriform type adenocarcinoma, CTA) の分離腺管

の形態像が高分化型腺癌のそれと異なることに着目して， 

CTA の分子異常が異なることを明らかにした．CTA 優位の

癌は他の分化型腺癌より予後が不良であることも示した． 

次に単一癌腺管間の SCNA や mRNA の発現が異なることも

示した．最後に我々は浸潤部における癌腺管と周囲間質 

のオミックス解析から，癌細胞と癌間質の相互作用が浸

潤・転移に重要であることを示した．CIM を応用した IG/ 

S-B マルチオミックス解析は，腫瘍腺管の形態と分子異常

の相関を明らかにするとともに，腺管単位の腫瘍内多様

性や癌微小環境の統合的な理解にも貢献し得ると考えた． 

 

2） 線維芽細胞活性化蛋白の発現は非小細胞肺癌の予後因子

となる．第 111 回日本病理学会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：Background: Fibroblast activation protein (FAP) 

was identified as being expressed in reactive 

fibroblasts and FAP was also expressed in some of 

cancers. The aim of this study is to examine FAP 

protein expression in nonsmall cell lung carcinoma 



(NSCLC). Methods: A total of 207 NSCLC were examined. 

FAP expression was analyzed using 

immunohistochemistry. The status of FAP expression 

was correlated with clinicopathological backgrounds, 

molecular features and patient outcome. Results: Both 

overall survival (OS) and recurrent-free survival 

(RFS) were significantly worse in the patients with 

high expression compared with those with low 

expression (5-year OS, 57.3% vs. 77.9%, p=0.004; 

5-year RFS, 45% vs. 64.7%, p=0.004, respectively). In 

multivariate analyses, high expression was found to 

be an independent predictive factor of both OS 

(HR=1.95, 95%CI: 1.11-3.43; p=0.021) and RFS (HR=1.89, 

95%CI: 1.19-3.01; p=0.007). Conclusion: We suggest 

that the evaluation of FAP expression is a potentially 

useful prognostic marker. 

 

3） 大腸過形成性病変における臨床病理学的および分子病理

学的検討 - 過形成結節は独立した疾患概念か？-．第 111

回日本病理学会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：【目的】大腸過形成結節 (hyperplastic nodule, HN) 

の臨床病理学的および分子病理 学的特徴を明らかにす

るために goblet cell-rich variant hyperplastic polyp 

(GCHP) および microvesicular variant hyperplastic 

polyp (MVHP) との比較検討を行なった．【対象と方法】

内視鏡的に切除された GCHP 61 例，MVHP 62 例および HN 

19 例を対象とした．臨床病理学的および組織所見につい

て検討した．得られた組織所 見に基づき階層的クラスタ

ー解析を行い，病変の層別化を行なった．免疫組織化学 

的に粘液形質 (MUC2, MUC5AC, MUC6, CD10)，p53，Annexin 

A10 および Ki-67 陽性細胞分布について検討した．加えて 

BRAF および KRAS 変異，DNA メチル化について検討を加

えた．【結果】組織学的検討では HN に特徴的な組織所見

が確 認され，階層的クラスター解析では 3 群に層別化

された．HN では Ki-67 陽性細胞 は陰窩下部に限局して

いた．GCHP では KRAS 変異，MVHP においては BRAF 変 

異が特徴的であったが，HN では有意な遺伝子変異は認め

なかった．DNA メチル化状態に有意な差異は認めなかった．

【結語】分子病理学的観点から GCHP および MVHP は腫

瘍性病変である一方で HN は非腫瘍性病変である可能性

が示唆され，HN は HP，特に GCHP と区別すべき病変と考

えられた． 

 

4) 遺伝子時代の子宮体癌の病理診断．第 111 回日本病理学

会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：子宮体癌は婦人科悪性腫瘍の中で common な腫瘍

であり，多くの施設で診断・治療がなされている．TCGA に

より子宮体癌は POLE ultramuted group (POLE)， 

microsatellite instability hypermuted group (MSI-H)，

copy-number low group， copy-number high group (CN-H)

の 4 種の分子病型に層別化されることが明らかとなり，

子宮体癌の診断・治療，予後推定に必要な検索事項が増

加してきている．病理診断時点で通常施行可能と考えら

れる検索事項は，最も予後不良な CN-H を抽出すること

であり，CN-H には漿液性癌と類内膜癌 G3 が含まれ，約 

90%に TP53 遺伝子変異が認められることから，高異型度

腫瘍をみた場合は，p53 の免疫組織化学的検討が必要とな

る．また，MSI-H は mismatch repair (MMR) 遺伝子産物

である MLH1, PMS2, MSH2, MSH6 の免疫組織化学検討に

より抽出可能であるが，治療の観点からは保険適用上は

MSI 検査が必須であり，免疫組織化学検討の意義が問わ

れる．最後に最も問題となるのは予後良好な group であ

る POLE の抽出であるが， POLE 遺伝子変異の検索を全て

の施設で行うということは現実的ではない．以上を踏ま

え，当科での取り組みをご紹介したい． 

 

5) ２，３期進行胃癌における癌周囲間質の免疫組織化学的

特徴および予後との関連性の検討．第 111 回日本病理学

会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：目的 : 2,3 期進行胃癌の浸潤先進部における癌周

囲間質細胞の免疫組織学的特徴を明らかにし，5 年生存

率（over whole survival; OS との関連を検討する. 対象

と方法 : 2008 年から 2016 年に外科的切除された病期 

2,3 期進行胃癌 89 例を対象とした．代表切片の浸潤先

進部において，癌周囲間質を含む領域を同定し，組織マ

イクロアレイの作製を行った．免疫組織染色（以下，免

疫染色）を行い，浸潤先進部の癌周囲間質の発現パター

ンを検討した．免疫染色はα -SMA, CD10, D2-40, S100A4, 

FAP, Tenascin-C, PDGFR- α, PDGFR- β, AEBP1, ZEB1, 

TWIST1 を用いた．免疫染色の評価は，癌周囲間質細胞の

染色面積と染色強度からスコアを求め，4 点以上を陽性

とした．各染色項目のスコアを基に階層的層別化解析を

行い，各 subgroup (SG) を特徴づける癌関連線維芽細胞

関連蛋白を同定した．層別化された SG と OS の関連も



検討した．結果 : 階層的層別化解析の結果から，癌周囲

間質は SG 1 および SG 2 に層別化された．SG2 より１

において SMA, D2-40, S100A4, FAP の発現が高かった．

加えて，SG1 は OS と関連が見られた．結語 : 2,3 期進

行胃癌の浸潤先進部における癌周囲間質細胞の免疫染色

の発現パターンは 2,3 期胃癌の予後と密接に関連して

いた． 

 

6) 腺管分離法を用いた大腸 cribriform type 

adenocarcinoma の網羅的分子解析．第 111 回日本病理学

会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：【背景と目的】近年の報告で大腸 cribriform type 

adenocarcinoma(CTA) の予後不良が報告されたが，その

分子病理学的意義については明らかにされていない．

我々は CTA の臨床病理学的および分子病理学的特徴を明

らかにするために，網羅的分子解析を行った．【対象およ

び方法】進行大腸癌 51 例について，腺管分離法を用い

て腺管の形態から cribriform type(CF) 25 例，

well-formed gland type(WFG) 26 例に分類し解析を行っ

た．単離腺管より DNA および RNA を抽出し，コピー数変

化 (somatic copy number alterations, SCNA) および 

mRNA の発現を網羅的に解析した．また，TP53, KRAS 変

異についても検討した．更に，SCNA と mRNA の発現パタ

ーンに基づく階層的クラスター解析により症例の層別化

を行った．【結果】階層的クラスター解析では 2 群に層

別化され，CF の頻度が高い群が層別化された． CF では，

コピー数の増加と総 SCNA 数が有意に多く，特定の mRNA 

の発現と関連していた．KRAS 変異は CF で有意に多く認

めた．【結語】Cribriform type は well-formed gland type 

と分子病理学的特徴に差異がみられ，大腸癌の一亜型と

して cribriform type adenocarcinoma を分類する意義

があることが示唆された． 

 

7） 転移及び非転移 Microsatellite stable 型大腸癌の癌と

癌周囲間質の網羅的 messenger RNA, micro RNA 解析．第

111 回日本病理学会総会．2022 年 4 月．神戸． 

成果：【はじめに】大腸癌の転移は，癌と癌周囲間質に影

響されるが，その機序として特定の messenger RNA 

(mRNA)/micro RNA (miRNA) の発現が注目されている．【目 

的】大腸癌転移に関連する mRNA/miRNA を同定する．【対

象および方法】大腸癌 39 例（転移例 18 例, 非転移例 

21 例）を対象とした．腺管分離法を用いて実体顕微鏡下

に癌分離腺管，正常分離腺管，癌分離周囲間質，正常分

離周囲間質を採取した．正常分離腺管及び周囲間質をコ

ントロールとした．各々RNA を抽出し，マイクロアレイ

を用いて網羅的 mRNA, miRNA 解析を行った．非転移例に

対し転移例で有意に発現変動する mRNA, miRNA を抽出し，

pathway 解析にて逆の発現パターンと，回帰性を示す 

mRNA/miRNA を同定した．同定した mRNA/miRNA は fold 

change（FC）値を基に階層的層別化解析を行った．【結果】

同定された mRNA/ miRNA の組み合わせは，癌分離腺管で 

2 組，癌分離周囲間質で 8 組であった．症例毎の階層的

層別化解析にて，転移例と非転移例が別のサブグループ

に層別化された．【結語】同定された mRNA/miRNA が，大

腸癌の転移に関わっている可能性が示唆された． 
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9) 伊藤一洋，刑部光正，杉本 亮，橋元麻生，山田 峻，

上杉憲幸，大塚幸喜，栁川直樹，佐々木 章，菅井 有：

転移及び非転移 Microsatellite stable 型大腸癌の癌と

癌周囲間質の網羅的 messenger RNA, micro RNA 解析．第

111 回日本病理学会総会． 

2022 年 4 月．神戸． 

10) 田中義人, 松下弘雄, 吉川健二郎, 田口愛弓, 萬 春花, 

加藤文一朗, 山本英一郎, 鈴木 拓, 松本主之, 菅井 

有．Superficially serrated adenoma(SuSA)の臨床病理

学的および分子生物学的検討．第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会． 

2022 年 5 月．京都. 

11) 山田 峻，上杉憲幸，杉本 亮，刑部光正，栁川直樹，

佐々木 章，菅井 有：MSI 型大腸癌の臨床病理学的分

子病理学的特徴 -MSS 型大腸癌との分子病理学的比較検

討-．第 97 回大腸癌研究会． 

2022 年 7 月．東京． 

12) 山本英一郎，須藤豪太，久保俊之，原田 拓，佐々木 基，

青木敬則，北嶋洋志，新沼 猛，甲斐正広，山野泰穂，

菅井 有，仲瀬裕志，鈴木 拓：大腸粘膜の抑制的ヒス

トン修飾は CIMP 陽性の大腸腫瘍リスクと相関する．第

81 回日本癌学会総会． 

2022 年 9 月/10 月．横浜． 

13) 青木敬則，高澤 啓，山本英一郎，新沼 猛，山野泰穂，

北嶋洋志，甲斐正広，久保俊之，原田 拓，小山内 誠，

仲瀬裕志，菅井 有，鈴木 拓：SMOC1 の大腸腫瘍診断

マーカーとしての臨床的有用性の検討．第 81 回日本癌学

会総会． 

2022 年 9 月/10 月．横浜． 

14) 山田範幸，杉本 亮，刑部光正，上杉憲幸，栁川直樹，菅

井 有．病院業務と研究活動の両立について経験を踏ま



えての現状と課題．第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会．

2022 年 11 月．仙台． 

15) 栁川直樹，山田範幸，伊藤勇馬，鈴木正通，杉本 亮，刑

部光正，上杉憲幸，菅井 有．肺癌新報告様式の導入に

向けて―現時点における報告様式の実態―．第 61 回日本

臨床細胞学会秋期大会． 

2022 年 11 月．仙台． 

16) 刑部光正，山田範幸，杉本 亮，上杉憲幸，栁川直樹，

菅井 有．HPV 関連非関連子宮頸部腺癌の病理組織学的

特徴と細胞像．第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会． 

2022 年 11 月．仙台． 

17) 高橋静子，栁川直樹，佐々木奈都紀，上田奈央子，肥田

野靖史，柴田祐二，菊池いな子，山田範幸，安保淳一，

鈴木正通，杉本 亮，刑部光正，上杉憲幸，佐藤 孝，菅

井 有．多形腺腫との鑑別が困難であった結節性筋膜炎

の一例．第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会． 

2022 年 11 月．仙台． 

18) 肥田野靖史，栁川直樹，佐々木奈都紀，上田奈央子，柴

田祐二，高橋静子，菊池いな子，山田範幸，安保淳一，

伊藤勇馬，西谷匡央，鈴木正通，杉本 亮，刑部光正，上

杉憲幸，佐藤 孝，菅井 有．超音波内視鏡下穿刺吸引細

胞診で診断しえた悪性黒色腫膵転移の一例．第 61 回日本

臨床細胞学会秋期大会． 

2022 年 11 月．仙台． 

19) 杉本 亮，山田 峻，上杉憲幸，菅井 有：Ⅱ，Ⅲ期進行

胃癌における癌周囲間質の免疫組織化学的特徴および予

後との関連性の検討．第 33 回日本消化器癌発生学会総会．

2022 年 11 月．東京． 

20) 山田 峻，上杉憲幸，刑部光正，伊藤一洋，伊藤勇馬，杉

本 亮，栁川直樹，佐々木 章，佐藤 孝，菅井 有：腺管

分離法を用いた大腸 cribriform-type adenocarcinoma

の網羅的分子解析．第 33 回日本消化器癌発生学会総会．

2022 年 11 月．東京． 

21) 山田範幸，伊藤勇馬，鈴木正通，杉本 亮，刑部光正，上

杉憲幸，栁川直樹，菅井 有：胆膵系細胞診の検体処理

方法．第 68 回日本病理学会秋期特別総会． 

2022 年 11 月．盛岡． 

22) 都鳥未来也，栁川直樹，伊藤一洋，伊藤勇馬，杉本 亮，

刑部光正，上杉憲幸，菅井 有：KRAS 遺伝子と TP53 遺

伝子の変異部位は稀であった直腸癌肉腫の１例．第 68

回日本病理学会秋期特別総会． 

2022 年 11 月．盛岡． 

23) 杉本 亮，上杉憲幸，永塚 真，刑部光正，山田範幸，秋

山有史，栁川直樹，佐々木 章，松本主之，菅井 有：

Deficient mismatch repair(dMMR)型胃癌の切除および生

検検体の臨床病理学的，組織学的検討．第 68 回日本病理

学会秋期特別総会． 

2022 年 11 月．盛岡． 

24) 山田 峻，上杉憲幸，刑部光正，伊藤一洋，伊藤勇馬，鈴

木正通，杉本 亮，栁川直樹，菅井 有：同一腫瘍内で癌

浸潤に伴うコピー数変化に基づいた大腸癌のゲノムワイ

ド解析について．第 68 回日本病理学会秋期特別総会．

2022 年 11 月．盛岡． 

25) 伊藤勇馬，刑部光正，杉本 亮，上杉憲幸，栁川直樹，新

沼 猛，大塚幸喜，佐々木 章，松本主之，鈴木 拓，菅井 

有：大腸癌および癌近傍正常粘膜の messenger RNA と

micro RNA の網羅的解析．第 68 回日本病理学会秋期特別

総会．2022 年 11 月．盛岡． 

26) 菅井万優，栁川直樹，鹿内俊介，伊藤一洋，伊藤勇馬，

杉本 亮，刑部光正，上杉憲幸，前門戸 任，菅井 有：

肺腺癌における癌微小環境関連マーカーと臨床転帰の検

討．第 68 回日本病理学会秋期特別総会． 

2022 年 11 月．盛岡． 

27) 伊藤一洋，杉本 亮，栁川直樹，上杉憲幸，刑部光正，田

林 東，金 一，小田義直，菅井 有：心臓腫瘍の 1例．

第 68 回日本病理学会秋期特別総会． 

2022 年 11 月．盛岡． 

28) 栁川直樹，：The new IASLC lung adenocarcinoma grading 

system is a more useful indicator of patient survival．

第 63 回日本肺癌学会学術集会． 

2022 年 12 月．福岡． 

29) 菅井万優，：肺腺癌における癌間質反応の臨床分子病理学

的検討．第 63 回日本肺癌学会学術集会． 

2022 年 12 月．福岡． 

30) 上杉憲幸，田中義人，杉本 亮，河内 洋，八尾隆史，

味岡洋一，菅井 有：SSLD における dysplasia 成分の組

織亜型分類に基づく臨床病理学的および分子病理学的検

討．第 98 回大腸癌研究会． 

2023 年 1 月．東京． 

31) 田中義人，上杉憲幸，永塚 真，刑部光正，栁川直樹，

松下弘雄，山本英一郎，鈴木 拓，松本主之，菅井 有：

Superficially serrated adenoma(SuSA)の臨床病理学的

および分子生物学的検討．第 98 回大腸癌研究会． 

2023 年 1 月．東京． 



32) 田中義人，永塚 真，松本主之，菅井 有：Traditional 

serrated adenoma(TSA)の臨床病理学的，分子生物学的検

討．第 19 回日本消管学会総会学術集会． 

2023 年 2 月．東京． 

33) 杉本 亮，上杉憲幸，菅井 有：Gastroblastoma の１例．

第 95 回日本胃癌学会総会． 

2023 年 2 月．札幌． 

 

④－２ 国内学会発表 （地方会関係） 

a) 招聘講演等 

1) 菅井 有：胃癌の病理診断とその分子背景(講演．第 34

回日本消化器内視鏡学会東北セミナー． 

2022 年 11 月．Web． 

2) 菅井 有：組織型に基づいた異腫瘍の臨床病理像と分子

異常（特別講演）．第 42 回北海道臨床細胞学会総会学術

集会． 

2022 年 12 月．札幌． 

3) 菅井 有：現代の病理診断学とは - 35 年間の私の実践 

-（特別講演）．第 39 回岩手県臨床細胞学会集団会．2023

年 2 月．盛岡． 

4) 菅井 有：胃癌における組織像と分子異常との関連性（特

別講演）．第 95 回日本病理学会東北支部学術集会． 

2023 年 2 月．仙台． 

5) 菅井 有：消化管内視鏡診療と消化管病理診断の連携―

正確な診断，適切な治療のために―(ランチョンセミナー

講演)．第 132 回日本消化器病学会北海道支部例会第 126

回日本消化器内視鏡学会北海道支部例会． 

2023 年 3 月．札幌． 

 

b) 一般講演 

1) 川端寿行，吉田桂子，千葉瑞穂，米澤智寿子，金田一徹，

鈴木浩基，刑部光正，菅井 有：第 58 回東北臨床細胞学

会学術集会． 

2022 年 7 月．山形． 

2) 杉本 亮，上杉憲幸，伊藤一洋，伊藤勇馬，鈴木正通，秋

山有史，佐々木 章，刑部光正，栁川直樹，菅井 有：胃

粘膜下病変の 1例．第 94 回日本病理学会東北支部学術集

会． 

2022 年 7 月．盛岡． 

3) 伊藤勇馬，栁川直樹，阿保亜紀子，鈴木正通，杉本 亮，

刑部光正，上杉憲幸，菅井 有：小児軟部腫瘍の一例．

第 94 回日本病理学会東北支部学術集会． 

2022 年 7 月．盛岡． 

4) 菅井万優，刑部光正，小池吉彦，鹿内俊介，伊藤一洋，

浅井俊成，伊藤勇馬，山田 峻，鈴木正通，杉本 亮，上

杉憲幸，柳川直樹，菅井 有：妊娠 34 週胎児肝脾腫およ

び胎児機能不全の 1例．第 94 回日本病理学会東北支部学

術集会． 

2022 年 7 月．盛岡． 

5) 山田 峻，上杉憲幸，小池吉彦，浅井俊成，鹿内俊介，

伊藤一洋，菅井万優，伊藤勇馬，鈴木正通，杉本 亮，

刑部光正，栁川直樹，菅井 有：直腸隆起性病変の１例．

第 94 回日本病理学会東北支部学術集会． 

2022 年 7 月．盛岡． 

6) 伊藤一洋，杉本 亮，栁川直樹，上杉憲幸，刑部光正，

田林 東，金 一，小田義直，菅井 有：多発転移を起

こした心臓腫瘍の 1例．第 94 回日本病理学会東北支部学

術集会． 

2022 年 7 月．盛岡． 

7) 柴田祐二，刑部光正，上田奈央子，肥田野 靖史，高橋

静子，菊池いな子，山田範幸，安保淳一，杉本 亮，上

杉憲幸，栁川直樹，菅井 有，利部正裕，庄司忠宏，馬

場 長：粘液細胞分化が顕著で類内膜癌を推定し得た 1

例．第 39 回岩手県臨床細胞学会集団会． 

2023 年 2 月．盛岡． 

8) 西谷匡央，小野貞英，上杉憲幸，菅井 有．胃に生じた

非上皮性腫瘍の一例：第 95 回日本病理学会東北支部学術

集会． 

2023 年 2 月．仙台． 

9) 伊藤勇馬，佐藤 孝，藤原久貴，栁川直樹，上杉憲幸，

刑部光正，杉本 亮，鈴木正通，伊藤一洋，山田 峻，

菅井万優，浅井俊成，鹿内俊輔，小池吉彦，須藤隆之，

菅井 有：膵腫瘍の一例．第 95 回日本病理学会東北支部

学術集会． 

2023 年 2 月．仙台． 

10) 鹿内俊介，栁川直樹，菅井万優，伊藤一洋，伊藤勇馬，

山田 峻，鈴木正通，杉本 亮，刑部光正，上杉憲幸，

菅井 有：肺腫瘍の一例．第 95 回日本病理学会東北支部

学術集会． 

2023 年 2 月．仙台． 

11) 小池吉彦，栁川直樹，伊藤一洋，伊藤勇馬，鈴木正通，

土田宏大，杉本 亮，刑部光正，上杉憲幸，志賀清人，

佐藤 孝，菅井 有：唾液腺腫瘍の一例．第 95 回日本病

理学会東北支部学術集会． 



2023 年 2 月．仙台． 

 

④ －２ 国内学会主催 

1) 第 94 回日本病理学会東北支部学術集会． 

2022 年 7 月．盛岡． 

2) 第 68 回日本病理学会秋期特別総会． 

2022 年 11 月．盛岡． 


